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第 ３ 章　 新 技 術 と 新 サ

ー
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メ ー ル の 運 用 方 法 を 変 え るIMAP4
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IMAP4 はサーバーに保存されたメール

を多様な手段で取得、管理するためのプ

ロトコルであ る。 1988 年 にIMAP2

“Interactive Mail Access Protoco 】"と

してRFC1064 に 規 定されたが、その後

1994年 にIMAP4 “ Internet Messages

Access Protocol" と名前を変え、1996年

にはRFC2060 としてIMAP4revl が 規定さ

れた。現在ではIMAP4 というと、一般に

IMAP4revl のことを指す。

IMAP4 が 注 目さ れる 理由

従来、インターネット上では、メールを配

送するにはSMTP､ 配送された電子メール

をパソコン側にダウンロードするにはP0P3

が 使 われてきた。この方法では電子メール

の管理はすべてパソコン側で行なう。しか

し、電子メールがビジネス､ 教 育の場で普

及してくると､ デ ータ管理､ バックアップなど

すべてをエンドユーザーに任せるわけには

いかなくなった。

ビジネスの場では携帯電話/PHS 、ノー

トパソコンなどの淬及により、オフィス以外

でも電子メールを活用する機会が増えてき

ている。一方、教育の場では共 有端末に

よる電子メール利用( 教 育)の 需要が高ま

っている。このような需要に対して従来の

P0P3 ではサーバー側でデータを管理でき

ない。そこで注[|されてきたのがIMAP4 で

ある。

IMAP4 と従 来のP0P3 との 大きな違い

は、P0P3 ではすべての電子メール(デ ー

タ)をパソコン側にダウンロードして処理して

いたが､IMAP4 では電子メール(データ)は

サーバー側で管理 する。クライアントは

IMAP4 サーバーに電子メールの必要な部

分(Subject: 、From: 、本文など)を指定

してからダウンロードすることができる。頻

繁に利用される添付ファイル(MIME アタッ

チメント)も、同様だ。また、電子メール(デ

ータ)の未読/ 既読､ 整理(フォルダの作成、

電子メールの保存) 、検索などもすべてサ

ーバー上で管理ができるため､ ユーザーは

複数の端末を利用していても、IMAP4 サ
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－バーにアクセスすれば同し電子メール(デ

ータ)が 参照できるわけだ。

あ る 大 学 の 活 用 事 例

た とえ ば 、大 学 など の 共 有 端 末 で は

POP3 でメー ル システムを運 用して いる場 合

が 多 い が､POP3 で はあ る学 生 用 端 末 の 口

－カ ルハ ード デ ィスクに メールを 保 存 す ると、

他 の 端 末 か ら読 むことが できない 。1 台 の

マ シンを 複 数 の 学 生 が 共 有 す るので ローカ

ル デ ィスクにメー ルを保 存 してはプ ラ イバ シ

ーや セ キュリティ面 の 問 題もあ る。そ れらを

解 決 す るた めに 各 自 にフロッピ ーディス クや

とＭＯを持 た せ るヶ－ スもあった が､ 媒 体 そ

のもの の 破 損 や 媒 体 を学 内 に 持 ってくるの

を忘 れ た た め 電 子 メー ルを利 用 できな いと

いっ たこともあ り､ 根 本 的 解 決に はなって い

な かった 。そこでIMAP4 を 導 入 することに

よって､ 各 自 の メールはIMAP4 サ ー バ ー 上

で 一 括 管 理 でき、学 内 の 端 末 で も自 宅 か

らのリモ ートアクセ スでも、同じように電 子 メ

ー ルを 利 用 で きるように なった 。こうし た 運

川 が す で に一 部 の 大 学 で 始 まってい る。

IMAP4 の 製 品 状 況

IMAP4 対 応 製 品 はここ1 、2年 で 確 実 に

増 えてきてい る。 特 に 大 手 ベ ンダ ーの 製 品

は 数 万 人規 模 での 運 用 を 想 定 し た 大 規 模

な メール システ ムとしての 製 品 が 目 立 つ( 表

1) 。

また､ マ イクロソフトＥχchange Server 、

ロ ー タスＤｏｍｉｎｏなど の グ ル ー プ ウェ アも

IMAP4 を 採 用 、クライアント 製 品 も充 実 し

てきてい る。

大 手 プ ロバ イダ ーで は まだ 採 用 され てい

ない が､ 現 在 市 販 され てい る メー ル サ ー バ

ー 製 品 や グ ル ー プ ウ ェ ア の ほ と ん ど が

IMAP4 を サ ポ ートして い ることか ら、企 業 、

大 学 を 中 心 に 大 規 模 な 導 入 が 進 んで い る。

ダ イヤ ル アップ で の み インター ネットを 利 用

してい るユ ーザ ーへ の 普 及 はプ ロ バ イダ ー

が 採 用 する か 否 に か か って い るが､ 企 業 、

大 学 など のシ ス テ ムは 今 後 、IMAP4 を利

用し た シ ステムに 切 り替 わって いくだ ろう。

(渡部直明　株式会社オレンジソフト)

サーバー製品

日本電気㈱

カスタム・テクノロジー㈱

日本ネットスケープ・コミュニケーションズ㈱

サン・マイクロシステムズ㈱

アライドテレシス㈱

ロ ータス㈱

Software.com

㈱ケイ・ジー・ティー

ExpressMail

N-PLEX

Netscape Messaging Server

Sun Internet Mail Server  3.5

AT-Mail  Server

Domino

InterMail

IMail Server for Windows NT

マ イクロソ フト㈱ MCIS2.0  MailServer

AIR MAIL サ ーバ㈱エアー

クライアント製品

日本ネットスケープ・コミュニケーションズ㈱

日本電気テレコムシステム㈱

アライドテレシス㈱

ロータス㈱

㈱クニリサーチインターナショナル

有限会社オンシステムズ

マイク囗ソフト㈱

日本移動通信㈱

㈱エアー

㈱オレンジソフト

Netscape Comunicator 4.51

WeMail32

AT一承認メール

Notes

Eudora 4

Datula

OutlookExpress

ベジタルうらら

ＡＩＲＭＡＩＬクライアント

Winbiff
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